
 
令和５年 度事 業 計画  
 

 水 田 、畑 の 効 率 的 な 活 用 を 通 じ て 、多 様 な 担 い 手 の 育 成 や 農 業 経 営 の 安 定 を 図

り 、 将 来 に 向 け て 、地 域 農 業 を 維 持 ・ 発 展 さ せ る 仕 組 み づ く り に 繋 が る よ う 、 次

の 活 動 に 取 り 組 み ま す 。  

 

 

(1) 会 議 等 の 開 催  

松 阪 市 農 業 再 生 協 議 会 の 基 本 的 事 項 や 推 進 方 策 等 を 協 議・決 定 し 推 進 す る た

め 、 通 常 総 会 を 開 催 し ま す 。 ま た 、 国 の 施 策 等 の 変 更 に よ り 、 必 要 に 応 じ て

臨 時 総 会 を 開 催 し ま す 。  

 

(2) 経 営 所 得 安 定 対 策 の 推 進  

経 営 所 得 安 定 対 策 の 周 知 活 動 や 、生 産 現 場 の 事 務 処 理 等 を 支 援 す る と と も に 、

本 対 策 の 申 請 を 希 望 さ れ る 農 業 者 の 漏 れ が な い よ う に 推 進 し ま す 。  

 

(3)  担い手育成の実施  

認定農業者等担い手の育成・確保に向けて、国の制度を活用することで、農業経営の

改善・能力向上の為の支援、集落営農組織化に向けた支援、及び経営を法人化するた

めの支援等を行います。  

    

(4) 令和５年産米の生産数量目安の提示  

平成３０年産から、国による生産数量目標の配分に頼らずとも、国の需給見通し等を

踏まえ、需要に応じた生産を円滑に実施する「農林水産業・地域の活力創造プラン」

（H25.12.10農林水産業・地域の活力創造本部決定）の方針を踏まえ、今後も需給に応

じた生産を、現場が混乱することなく実施していけるよう、県からの情報を基に、作

付目安となる生産数量の提示を行います。  

 

(5)  水田麦・大豆産地生産性向上事業の取組 

  主食用米の需要が減少傾向にある中、需要を捉えた麦・大豆等への転換を進めること

は、喫緊の課題となっています。  

  県が策定する「麦・大豆計画」に位置づけられた産地が「産地計画」に基づき、麦・

大豆等水田農業の生産体制強化生産性向上に必要な施設・機械導入等の計画支援を行

います。  

 


